
第 3~主 関東地方の地下水 359 

(4) 宮本昇 (1968)・2f士火山山麓の水辺地質学的研究
(5) 町田 洋 (1964):Tephrochronologyによる富士火山とその周辺地域の発達史，地学雑.Vol. 73 

No.5-6 

(6) 沢村孝之助 (1950):1175，000沼津図11図地質説明書，地質調査所，図11.同番号 124

16. 西富士山麓 (富士西麓〉

(1) 地形・地質

ここでいう西富士山麓とは，天子山地の竜ケ岳と富士の主l峰を結んだ線を北限とし， 錦ケ 11嘩と

十里木，赤淵川を結ぶ線を東限と して， 天子，蒲原山地の東縁山脚部を西限とする面積約 450

km2の地域をさす。

コニーデ型火山の特徴である美しいスロ ープと広大な裾野をもち，その山脚部には，猪之頭，

白糸の滝，淀師，富士宮湧玉および吉原浅間神社などの大湧泉が点在し，農業用，工業用，上水

道用，雑用水源として山麓住民に恩恵を与えている。しかし，一歩山腹に入れば湧水はもちろん

のこと，開析谷の大部分は平常流をもたない荒れ川 となっている ことが多く ，緩傾斜山腹に点在

する畑作農家は水利に恵まれない不安定な営農をつづけている。

1960年代の半ばから始まった高度経済成長期には，民間による別荘地， ゴノレ フ場などのレジャ

ー施設の建設が活発化 し，それら施設の用水確保を目的とした地下水開発が数多く行われるよう

にな った。

このような農業用水，工業用水，上水道用水. レジャ ー施設用水の開発のため実施 された調査

には，電気探査が圧倒的に多く採用され，富士西麓だけで も2，000点を超 している。 また，掘削

された深井戸の数は 1975年末で 200井を超すと推定される。

富士山は典形的なコ ニーデ型火

山で，頂上には直径 500mの円形

クレータを もっ。 斜面の傾斜は頂

上付近で約 34度であるが，中腹か

ら裾野にかけて 25度から 17度に

減少し，ある種の指数曲線を示す。

しかし，末端地形はかなり複雑で

ある。 この傾向は，西側の天守，

御坂山塊に接する付近で著しい。

芝川と潤井川に挟まれた地域には，

後述する洪積層Iおよび、洪積層E

SいttmlrrmtuWlI議除制E
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図 2-3-111 富士山の三部構造模式図 (津屋，1938) 

* この地域の水文地質学的な研究は神保 (1917)その他の人々によって局部l約に行われてきたが，組織
的な調査研究は農林水産省と静岡県によって 1945年から突施されたのをはじめ とする。 この調査の特

色は，電気探査，弾性波探査などの物理探査が導入されたことである。その結果，富士山箆における

地下水の大まかな賦存機構，流動機械が明らかにされ，成果の一部は志村 (1960)(l)，宮本 (1967，

1968y"臼)によ って発表されている。
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によって構成された内野，足形，熊久保， 上条，稗久保および、明星の諸丘陵が河川によって分断

されて分離丘陵列をつくり，潤井川左岸の上井出付近には広大な扇状地が聞けている。

また，一見単調にみえる富士山のスロ ープには数多くの寄生火111，噴石丘があり，溶岩流の末

端部では比高 3-5mの急崖をもっ複雑な倣地形をつくっている。

富士火山の地質学的研究は平林 (1889)，神保 (1917)，神原 (1929)，津屋 (1938-1968)，鈴木

(1963)，町田 (1964)などの人々によ ってなされてきた。中でも津屋は，岩石学的研究によって，

現在の富士山体下に伏在する小御岳，古富士の両火山を設定し，いわゆる富士山の三部構造を提

唱するとと もに，溶岩流を岩石学的に分類 して，そのl噴出順序を決め，富士山の成長を説明して

いる〈図2-3-111)問。

富士山は，南部フォシサマグナ地域に活動した第四紀の火山で，地域西方の天守山地および蒲

原山地を構成する中新世の海底火山起源の御坂層群または中新世から鮮新世にかけての海成層で

ある富士川層群を基盤としている。地域の西南部を南流する富士川左岸の明星山および下羽鮒に

は，富士川層群を不整合に理って第三紀末から第四紀初葉に活動 したと考えられる岩淵火山のl噴

出物である安山岩質の集塊岩が分布しており，その上に径 10cm以下の円礁を主とする別所磯層

が， さらにその上には古富士泥流がそれぞれ不整合に重なっている。また，地域東縁をl面する赤

淵川の左岸には，安山岩溶岩および同質の火山砕屑岩からなる愛舵火山i噴出物が分布し，地域西

方の芝川， 潤井川沿いや，富士市東方の元村山から西原にかけての地域には古富士火山起源の玄

武岩質泥流が丘陵をつくって広く分布している。

これ らの地層の上に， 新富士火山 I~~f l:l:'， q生! に属する玄武岩溶岩， 凝灰角T機岩， 火山砂1深およ び火

山砂が霊なり，白糸の滝東方にある上井出付近には，大沢Jj);lれから運搬地積された扇状地堆積層

が新富士溶岩の上に不整合に重なっ ている。これらの地屈を水文地質的に分類すると，表 2-3-

36のようになる。

中新 |仕の地層は，御坂庖群に属する凝灰角喋岩，凝灰岩，砂岩，喋岩，泥岩 と富士川層群に属

する砂岩，砕諸，泥岩からなり ，固結度が高く ，不透水性で，本地域における水文地質的基盤で

ある。洪積層 Iは岩淵火山噴出物に属する集塊岩，凝灰角喋岩と別所磯層を包含した ものである

表 2-3-36 'ii:r士火山(西富士山麓〉水文地質層序表

地質時代| 層
'-'-' 
石一 c

I
 
1
 

レ
h
-
d'' 下

山
地
，
令
L

，

沖 積層 E 現河床妙l深，海浜砂官製，シノレト， 扇状地1徐 。
第
完新世
沖積 層 I 新宮士火山の溶岩，凝灰%J隣諸，火山砂傑，火山砂 。

四 洪積層 E ti1ii，'士火山の泥流，火山砂磯，段丘磯，ローム 。
紀 更新世 洪積層 E 愛総火山の浴岩，火山砕屑岩，ローム 。

洪積層 別f好機屑の砂磯，岩淵火山の集塊岩 6. 

第三紀|中新世 中新層 (基盤〉 砂岩，~疎岩，泥岩，凝灰石， 凝灰角磯岩 × 

。有力な地下水がllli¥t子する。
0 揚所によってはかなりの地下水が期待で‘きる。
ム 難透水性なるも若干の地下水は期待できる。

× 不透水層(水文地質的基盤)



362 第2編地方別にみた地下水

が，全般的に団結が進んでいるため，本層中から大量の地下水を得る ことは困難で、ある。洪積層

Eは愛服火山l噴出物，洪積層皿は古富士火山I噴出物と段丘礁周を含めたもので，沖積層 I. IIに

比べると固結度は高いが，中にややノレーズな部分を挟んでおり，この部分が帯水層となっている。

したがって，場所によって有力な地下水が期待できる。沖積層 Iは新富士火山から噴出した玄武

岩溶岩，凝灰角1深岩，火山砂磯，火山砂からなり，溶岩と火山砂礁はこの地域の最も優れた帯水

層となっている。また，沖積層Eは未固結の砂磯，砂， シノレ トからなり，砂磁層は有力な不圧地

下水をもっている(図 2-3-112)。

(2) 地下水

富士西麓には，芝川湧泉群，吉原湧泉群に属する猪之頭，白糸，淀師，富士宮湧玉および吉原

浅間神社の大湧水のほか，元村山と石原に小湧水があり，その合計の湧出量は 16mJ/sに及ぶ。

宮本(3)は，他の火山山麓に比べ，富士山麓に大きな湧出量;をもっ湧泉群が多く分布しているのは

単に富士山の山体が大きいばかりでなく ，火山をとり まく基盤山地との構造的な関係に原因があ

ると述べている。

猪之頭，白糸の滝湧泉は，洪積層Eに属する古富士泥流を不透水層とし，その上に重なる沖積

層 Iに属するがI富士溶岩を帯水層とした湧出機構をもっている。淀師，湧玉ならびに吉原浅間神

ネ土の湧泉は新富士溶岩の多孔質部または

網状の裂か音sから湧出している(表2-3-表 2-3-37 富士西麓の湧泉(炭林水産省による〉

湧 泉 名 |拐水量|観測年

猪之頭湧泉 f 5.6 m3js巴cf 1957 

白糸湧泉1.4 I 1/ 

i定師湧泉 1 4.2 1 グ

富士宮湧玉湧泉 1 4.2 1 1/ 

吉原浅間神社湧泉 I 0.28 I 1950 

トー
長

-n
15.68 

A型

B型

図 2-3-113 猪之頭湧泉の湧出機構図

〈志村， 1964(6)) 

37，図2-3-113)。

富士四路地域には，数多 くの深井戸が

既存しており，1976年に集めた井戸資料

は 155弁に及び，入手できなかったもの

と新たに掘削されたものを含めると，

1980年現在では200井を超すものと推定

される。 これら既設井のうち代表的なも

のを表 2-3-38および図 2-3-114に示す。

従来，富士西麓に賦存する地下水は古

富士泥流を不J垂水層とし，その上に重な

る車rr富士火山活動起源の溶岩，火山砂礁

を帯水j冒とした賦存機構をもち，大局的

に古富士泥流上面の形状に支配されて流

動している もの と考えられていた。した

がって， 農林水産省ならびに静岡県が行

った地下水調査で、は，電気探査による古

富士泥流上面の検出とその上商に刻まれ

た埋没地下谷の追跡が主体で、あり，その

結果，数多くの深井戸が掘削され，多大

の成果をあげて山麓の開発に寄与してき
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200 

図 2-3-114 代表的な深井戸柱状図

〈井戸番号は図2-3-112，表2-3-38に対応する)

fこ。

しかし， 集めた井戸資料を検討すると，新富士火山l噴出物より古い洪積層 1， 11， mの中にも，

場所によって有力な地下水が存在する ことが明らかになった。深井戸資料の検討によって分類さ

れた帯水層は次のとおりである。

沖積層Eに賦存する地下水:1問弁川下流部および、富士市南部の平地には，この地下水を採水し

ている井戸が多い。富士市南部の平地には， 日量 3，000m
3を超す地下水を取水している井戸も

火山砂喋を帯水層とする不圧~準被

ある。

沖積層 Iに賦存する地下水:新富士火山l噴出物中の溶岩，

圧地下水で， 富士西麓の有力な地下水である。取水量にはなはだ しい地域性が認められ，場所に

よって l弁当り 6，000-7，0001113/dが得られている。

洪積層皿に賦存する地下水:不透水層と考えられていた古富士泥流の中にも，場所によって

地下水面が

有力な地下水が賦存している。本層のみを採水対象とした井戸は数井にすぎないが，中には大昭

和観光 (株)北山 2号井のよう に 1，000m
3jdを超す水量を得ているものもある。新富士火山l噴出

物と本層の両層を対象にしている井戸は数多い。標高 500-800m以上の地域では，

本層の中にある揚合が多く ，高標高地の採水対象層として今後の開発が期待される (図2-3-115)。
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洪積層Eに賦存する地下水:富士市の海岸低平地の愛賠山寄りの地域には，深さ 250mを超

す井戸が数井既存している。この井戸柱状図には， ともに深さ 150m 以深に 100mを超す厚い

黒色火山砂礁層が記載されている。この黒色火山砂喋層は，愛鷹山東麓における中部火砕岩に酷

前述の既設井のうち，深度 150m以深の黒色火山砂喋層から取水しているものは，愛鷹火

山岩中の地下水と考えられる。愛府東麓では，中部火砕岩が有力な採水対象層と なっているので，

赤淵川左岸地域でも，今後，中部火砕岩を対象とした地下水開発が期待される。

似し，

洪積層 Iに賦存する地下水:別所磯層，岩淵火山岩類よりなる本層は， 全般的によく固結され

ているが，末固結層を挟んでいることもあり，この部分に若干の地下水が期待できる。本層を採

水士七象とした深井戸はわずか 2井のみで，取水量も 100m;jd以下である。

既設井 155の資料をもとに作図した地下水面等高線を図 2-3-112に示す。同図から，富士西麓

における地下水面等高線は，大局的に，富士山頂を中心とする同心円を示していることがわかる。

しかし，局部的にかなり複雑な形状を示している。すなわち，地域西方にそびえる天子山地の山

脚部に沿って顕著な地下水面の凹部が認められ，その北への延長は本栖湖につながり，湖水と地

下水が連続 した関係にある こと を示唆している。 以上のことから，本栖湖の湖水が地下水に転化

し，富士宮方向に流動していることが推定される。このことは，天守山地の山脚部に沿う地下水

面の凹部が，電気探査によって推定された富士宮一根原一本栖湖を結ぶ古富士泥流の上面に刻ま

れた埋没地下谷とほぼ合致していることからも肯定されるであろう。次に， 山頂に向かう地下水
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面は，図 2-3-112のC-D断面図に示したように，平均地形勾配が 1/20であるのに対し，地下水

面勾配は 1/35と緩やかになり，標高 500111くらいの地点では，地下水面は完全に洪積層III(古

富士泥流〕の中に入っている。

沖積層 1， II を採水対象とした井戸の比湧出量は 100~1 ， 000 1T13/d/m とはなはだ しく変化 し，

しかも地域性が認められるの対し，~Mj!l層 II ， IIIを対象とした井戸の比湧出量は大体 50m3/d/m 

以下である。500m3/d/m以上の高数値帯は，国子の浦港から山瀬，淀師，北山にかけての潤井

川沿いと上井出，猪之頭一富士丘にかけて分布している。 この高数値帯は地下水面の凹部とよく

一致 しており，この部分が地下水の良好な通路になっている ことを示している。

(志村 馨 ・佐藤 昭)
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17. 北富士山麓(富士北麓〉

(1) 地形・地質

富士山は美しい裾をひいた円錐形の火山で，北麓 もその例外ではない。 北に向かつて広がる裾

の外周に沿って富士五湖があるが，さらに北側には御坂山地が急峻な斜面をみせてそびえている。

富士山の|噴出物は，いわゆる グリ ーンタ フや花閥岩類からなる御坂山地でさえぎられているが，

ただ 1つの流出口である桂川に沿って北方に長く流下している。

北富士山麓の斜面もくわしくみると，富士吉田市付近にみられるように平滑な斜面もあるし，

青木原のように凹凸のはげしい地形もある。前者の平滑な斜面は“泥流11 と古くからいわれてい

るが，主に火砕流の形成した地形であり，後者は裕治流の地形である。

御坂山地が南に張り出した紅葉台の西側には，本栖湖， 精進湖，西湖の三湖があり，湖水面は

三湖と もほぼ同じで標高 930m付近にある。 紅葉台の東側にある河口湖の湖水位はほぼ標高 830

m と低く，前述の三湖の7ki立とは大きな落差がある。 一方，桂川の源流である 山中湖は湖水面

の標高がほぼ 980m.と最も高い。 この富士五湖のうち，111中湖以外はいずれも自然の地表水の

流出口はなく，人工の水絡が本栖湖から富士川へ，西湖から河口湖へ， 河口湖から桂川支流宮川

へとつく られ，湖水位の調節を行っている。

北富士山麓の層序は表2-3-39に示すように，東富士山麓と共通している。 北富士山麓には，

富士火山以前に，小径jJ獄火山があったとい う見解もあるが，地下水調査の行われた裾野には，い

ままでのと ころ，この噴出物は見出されていない。

富士山は第四紀に活動したもので，その最も古いl噴出物は御坂山地をつくる第三紀層を不整合


